
弟
二
固
汎
太
卒
浮
串
術
禽
議
概
況

汎
太
平
排
撃
術
愈
範
の
目
的
は
太
平
洋
沿
岸
諮
問
の
科
学
者
和
協
力
し
.
是
等
諸
観
に
共
通
の
重
要
打
言

単
術
問

堰
.
殊
に
太
平
洋
に
闘
す
る
問
題
を
研
究
す
る
ビ
共
に
'
団
交
の
親
善
を
同
-
耽
鼎
の
平
和
に
貢
献
せ
ん
こ
亡
を
期

す
る
に
あ
-
0
而
し
て
第

1
回
同
愈
続
は
大
正
九
年
ホ
ノ
ル
､
に
於
て
之
を
開
催
し
､
第
二
回
同
愈
砲
は
昨
大
淀
十

二
年
メ
ル
ボ

ル
ン
及
び
シ
ド
ニ
ー

の
両
市
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
本
邦
代
衷
委
員
yJ
し
て
梯
井
博
士
を
初
め
ざ
し
て
大

森
'
山
崎
p
池
野
p
新
城
博
士
等
の
十
単
著
之
に
出
臆
せ
JD
｡

開
骨
式
は
八
月
十
三
日
メ
ル
ボ

ル
ン
市
政
骨
堂
に
於
で
巣
行
せ
ら
れ
八
十
七
人
の
海
外
代
衷
委
員
{lS･併
せ
数
百
の

雑
食
薯
あ
-
て
濠
洲
聯
邦
雄
智
の
間
食
の
僻
等
あ
-
た
-
.
食
談
は
メ
ル
ポ

ル
ソ
市
に
於
て
八
月
十
三
日
よ
り
同
月

二
十
二
日
ま
で
十
日
間
､
シ
ド
ニ
ー
市
に
於
で
翌
二
十
三
日
よ
-
九
月
三
日
ま
で
十
二
日
間
之
を
開
き
た
-
p
両
市

共
tニ
骨
場
は
大
軍
の
諸
富
を
之
に
充
て
た
-
.

部
門
は
農
学
.
人
顕
単
-
人
種
申
p
棉
物
轡
p
昆
塩
段
r

林
学
.
測
地
軍
-
地
球
物
理
単
-
無
線
電
信
軍
､
地
理

畢

-
面
汁
革
.
地
質
単
p
衛
生
撃
p
歎
圏
軍
..
動
物
尊
の
十

}
科
目
に
分
れ

(
シ
ド
ニ
ー
に
於
で
は
測
地
学

-
地
球

物
理
軍

-
無
線
電
信
軍
を
分
ち
て
各
別
の
三
科
目
ビ
せ
り
)
.部
長
は
淋
外
代
変
額
眉
中
よ
･｡
選
任
L
t
即
事
は
濠
洲

側
代
表
委
員
之
に
常
る
こ
ど
ゝ

せ
-
0
本
郡
代
衷
香
員
車
メ
ル
ポ
ル
ソ
に
於
で
は
山
崎
(地
理
革
1
淘
洋
尊

)

.
仁
田

節
二
阿
汎
大
中
押

樫
桁
愈
議
概
況

只

七

七

三



地

球

第

1
番

蟹

へ

批

只

八

七
飼

(獣
歯
学
)
の
爾
氏
'

シ
ド

ニ
ー
に
於
て
は
大
森
(地
球
物
湖
東

)､
池
野
(植
物
哲

の
両
氏
部
長
に
選
任
せ
ら
る
､
而

し
て
部
食
は
罫
朝
に
開
-
外
p
他
の
部
ビ
聯
食
骨
を
開
-
こ
ビ
数
回
に
及

べ
-,L
O

シ
ド

ニ

ー
に
於
け
る
絶
討
論
骨
の
題
目
は
｢
太
車
洋
地
方
の
構
造
及
其
の
動
植
物
に
及
ぼ
す
影
響
｣
｢
太
平
洋
地
方

の
束
候
'
其
の
慶
化
の
藤

間
及
び
之
}J
経
醗
生
活
就
食
生
活
ど
の
囲
係
｣
等
な
り
き
｡

シ
ド

ニ
ー
愈
期
の
最
終
日
即
ち
金
魯
稿
の
最
終
日
に
開
か
れ
た
る
絶
食
の
決
講
事
項
の
ま
婁
な
る
も
の
は
蟹

面

汎
太
平
洋
単
桁
愈
講
を

叫
九
二
六
年
日
本
に
於
で
閲
-
こ
と
に
決
し
た
る
事
項
な
り
Aj,す
O

逓
増
及
び
屈
辱
旅
行
は
汎
太
中
洋
畢
術
骨
講
の

l
の
特
徴
に
し
て
両
氏
義

の
重
要
部
分
を
成
せ
･Q
･
さ
れ
ば
周
到

な
る
注
意
を
以
て
準
備
せ
ら
れ
た
る
多
数
の
遊
魔
及
見
畢
旅
行
は
宛
で
毎
日
催
さ
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
,
数
日
を
婁

す

べ
き
鞘
大
規
模
の
鬼
軍
旗
行
は
閉
食
後
に
於
で
之
を
行
へ
-
0

通
俗
講
演
も
亦
汎
太
平
洋
串
柿
骨
講
の
蒜

琴

1
J
て
其
の
演
題
及
識
演
者
は
次
の
如
し
｡

ヤ
オ

-
民
族
の
風
習

(
パ
ブ
ク
)

地
球
の
内
部

(
ホ
タ
ブ
ス
)

中
央
誠
柵
弧
の
沙
淡
民
族

(
ハ
ン
チ
ン
グ
rl
ン
)

イ
～

ス

タ
ー
偽
り
有
事

(
ブ
ラ
ウ

ン
)

'1

y
イ
=
太
平
洋
に
於
げ
ろ
称
興
り
粋
虫

(
㌢
レ

ゴ
p
-
)

マ
サ
リ

民
放
り
稗
史
ミ
文
化

(
パ
･).ク
)

四
南
太
平
洋
に
於
げ
ろ
諸
民
族
の
移
動

(
ハ
ブ
ド
リ
ン
)

フ
イ
P
y
3]
ン
に
就
い
て

(
メ
p

か
)



我
が
代
衷
委
員
に
封
す
る
濠
洲
官
民
の
款
待
は
賓
に
懇
篤
麓
憩
を
極
め
各
方
面
よ
-
各
種
の
招
待
を
受
け
た
-
0

又
我
が
楼
井
博
士
は
太
平
洋
沿
岸
諸
国
の
団
交
親
善
を
以
て
氏
の
メ
ル
ボ

ル
ン
に
於
け
る
開
骨
式
演
説
の
骨
子
だ
さ

れ
た
る
の
み
な
ら
ず
.
濠
洲
に
対
し
我
邦
を
充
分
紹
介
さ
る
,t
鼻
を
取
ら
れ
.
各
種
の
多
数
人
士
だ
和
接
し
'
屡
々

国
交
の
親
善
壮
鼎
の
卒
和
に
資
す

べ
き
演
説
を
飼
さ
れ
'
又
数
回
新
聞
記
者
だ
魯
見
し
て
.
我
邦
の
車
知
的
態
度
を

明
に
さ
れ
以
て
p
帝
に
日
濠
の
親
華
に
貢
献
せ
ら
れ
た
-
｡

以
下
各
部
骨
の
骨
桟
中
地
轡
に
関
係
あ
る
事
項
を
掲
ぐ
p

測
地
牽

-
地
球
物
理
尊
都
督

メ
ル
ポ
〝
ソ
に
於
け
る
此
の
部
骨
の
骨
講
に
大
森
博
士
は

｢
脈
動
に
就
い
て
｣
及

び

｢
破
壊
地
麓
の
麓
劫
の
性
質
｣
な
る
二
論
文
を
'
新
城
教
授
は

T.日
本
に
於
け
る
蛋
力
測
定
｣
及
び

｢
或
る
地
ビ

天
ど
の
状
態
の
比
較
研
究
｣
な
る
二
論
文
を
提
出
さ
れ
た
r･IP
本
部
骨
の
決
清
の
ま
婁
な
る
も
の
は
炎
の
如
し
'

山
､
世
鼎
の
宵
純
分

山
岡
際
地
図
私
刑
伸
す
ろ
,
71J
に
闘
併
せ
ろ
各
図
政
府
_‡
池
か
_二
鳥
等
の
粕
樹
海
分
光
出
版
さ
れ
ん
こ
}J
み
希
望
す
｡

7
､
-
-
ラ
ン
ギ
地
磁
誠
観
測
桝
の
地
班
的
位
紀
が
問
際
的
北
岡
如
拙
に
唯

-
好
池
の
機
骨
な
輿
ふ
ろ
こ
TJ
､
開
平
球
に
放
け
る
地
磁
気
湖
測
所
の
甚

だ
少
な
4
Jこ
寸)
に
顧
み
て
p
木
骨
議
は
ゲ
イ
ク
rl
p
ヤ
政
櫛
が
､
該
観
測
所
にこ
於
け
ち
観
剖1叫
り
髄
批
寸}'
成
鵜
の
公
髭
M
1こ
関
し
て

肝
常
の
虞
鑑
み

準

b
ろ
ゝ
こ

ミ

み
急
硬
寸J
組
む
｡

1
､
本
骨
議
は
磁
気
七･i
-
の
M
漁
船
カ
ー
ネ
ギ
ー
鱗
が
地
球
拘
孤
韓
脅
及
び
舶
梅
瀞
に
対
し

甚
だ

有
名
な
ろ
研
究
み
な
し
た
ろ
こ
yJ
に
閉
L
其
の
弟
醗

私
印
流
す
そ

11JJ,仲#
=放
し
､
徴
収
に
新
搾
肘
の
磁
気
的
扶
蟹
寸し地
域
窺
6
1･永
年
的
弊
北
の
洲
定
丁
に
よ
っ
て
､
,
)の
串
兼
ね
撒

紙
せ
ら
れ
ん
こ
せ

粒

希

望

す

o

｢

本
付
議
は
日
本
帝
位ー
政
府
が
太
平
洋
に
於
げ
ろ

賓
任
統
治
帳
域
内
の
抱
桝
の
l
t1こ
地
球
均
組
数
的
及
び
天
文
鱒
的
観
測
桝
か
設
立
せ
ん
,
F寸し
み
窄

節

二
回
汎
太
平
洋
幾
術
奇

瑞
脚

祝

ー八九

億
五



地

球

空

谷

餌
六
故

買

蓋

八

慮
坤
な
る
趣
払
林
知
L
､
こ
爪壷

業
｡
笹
船
的
僻
低
に
封
す
る
霊

鳥

｡
聴
信
海
鮮
明
し
1
=
｡
計
濫
Q
,S
に
密
行
苦

れ
ん
‥
孟

蔓

で
0

シ
ド
一丁

に
於
け
る
測
地
堺
及
び
地
球
物
理
学
都
督
の
骨
範
に
於
て
は
大
森
博
士
は
地
震
に
閥
す
る
二
つ
の
論
文

を
.
新
城
博
士
は

｢
太
陽
活
動
の
地
球
覇
象
に
封
す
る
関
係
に
就
い
て
｣
三
方
ふ
論
文
を
投
出
せ
-
｡
又
其
の
骨
講

は
四
つ
の
事
項
に
つ
い
て
決
諭
せ
rn
.

地
理
撃
地
質
畢
蟹

田

八
十
七
名
の
港
外
黍
局
中
地
埋
畢
地
質
塾
両
部
に
屈
す
る
も
の
賓
に
其
の
四
分
の

盲

超

ぇ
十
二
部
食
中
の
最
多
数
を
占
め
p
各
部
食
中
に
あ
-
て
最
も

盛
況
宮

モ

見
畢
兼
行
の
如
き
も
蓬
/̂J
L
で
地
埋
畢

地
質
単
の
研
究
に
輿
挙

の
る
所
を
選
び
た
る
も
の
最
も
多
-
p
又
シ
ド

ニ
ー
市
に
於
げ
ろ
公
開
通
俗
講
演
の
多
数
は

些

重

苦
-
は
之
に
閥
聯
せ
る
も
の
に
し
て
宛
も
地
埋
畢
地
質
挙
式
骨
を
催
せ
る
の
観
あ
-
き
｡
而
し
て
開
骨
前
に

配
附
せ
ら
れ
た
る
学
術
討
講
の
要
目
に
対
し
本
邦
単
著
の
投
出
せ
る
論
文
報
告
は
次
の
か
L
O

山
､
日
本
粗
密
嗣
密
事
弟

非

上

陀

之

助

二

日
本
産
鋼
､
蚊
及
石
灰

同

上

1
､
日
本
に
掛
け
ろ
火
成
り町
境
的
陳
謝
の
時
代
妹
に
之
寸J銃
床

成
虫
の
関
係
に
就
4
,て

加

蒋

武

夫

7
'
日
本
油
田
地
質
桝
朔

小

林

儀

l

耶

1
､
日
本
列
偽
及
び
附
妃
の
太
平
沖
荷
偽
の
山
脈
柵
批=j
に
閥
L

火
山
カ
の
闘
係
重
大
な
る
=
}J
に
就
き
て

小

川

球

治

1
､

1
九
二

C
年
乃
至

1
九
二
三
年
間
に
於
け
ろ
日
本
新
虫
代

地
肘
の
肘

序
輿
及
訂
出
物
孤
i上
の
研
究

矢

部

長

兄

常

水

舵

二

郎

f
r
琉
球
及
び
賓
野
に
於
げ
ろ
陸
地
珊
瑚
礁
G
l時
代

矢

郡

長

光

年

曙

正

四

耶

1
､
擁
大
島
の
地
形
に
就
4
,て

l
,
日
本
に
於
げ
ろ
地
同
封
作
り
現
況

!
､
日
本
に
於
げ
ろ
粗
放
塔
教
育
の
現
況

▼⊥同同

叫
､
大
平
搾
糾
弾
地
方
に
於
げ
ろ
北
.通
的
地
形
に
就
JrJて

日
本
の
特
色

1
'
日
本
の
疎
密
に
就
与
,て

崎

荘
万

上LL-
上上



此
り
他
地
.･S
L饗
部
に
於
て
_‡
小
舟
仲
･tP
氏

l
､
潮
流
の
環
報
に
就
い
て
､
二
.
北
大
平
群
に
於
げ
ろ
潮
汐
に
就
き
て
竺

一諭
文
か
試
越
し
ー
大
島
正

満
氏
具
虫
榊
の
氏
族
TJ
出
物
ぜ
_こ
就
与
て
訓
越
す
ろ
析
あ
り
､
叉
地
庶
幾
郡
_こ
於
て
_ミ
兜
陶
が
サ
ー
ン
博
士
に
松
軍
彦
七
郎
止

投
出
望

脚
光
在
紹
介

.
せ
ら
れ
ii
リ

メ

ル

ボ

ル
ン
に
於
け
る
地
現
撃
都
督
の
討
撒
5･J
し
て
は
第

7
に
太
平
拝
借
岸
各
地
の
地
ー固
製
作
に
関
す
る
件
に
し

て
p
此
の
際
本
邦
及
び
和
蘭
よ
JJl出
陳
せ
る
数
多
の
地
園
は
著
し
-
骨
衆
の
注
意
を
惹
き
た
-
O
地
質
軍
部
に
於
･

る
討
議
事
項
の
士
要
な
る
も
の
を
馨
ぐ
れ
ぼ
次
の
如
し
.

1
､
太
平
洋
糾
弾
地
方
に
於
け
ろ
新
出
代
地
暦
の
州
立
捌
係

･

ニ
ー
太
平
拝
方
耐
_こ
於
け
る
特
殊
就
床
低
の
地
班
的
及
び
地
質
的
分
村

ニ
ー
太
平
洋
の
柿
泣
析
碇

(
弛
=a
L韓
郡
寸)聯
令
)

四
､
太
平
搾
方
桝
に
於
り
ろ
申
出
代
以
後
の
火

山
析
謝

シ
ド
ニ
ー
に
敷
け
る
地
理
軍
部
骨
に
於
で
は
ま
だ
し
て
次
の
轟

項
を
討
議
せ
-
0

山
､
地
相
棟
数
滑
川
塩

ニ
ー
熟
柿
地
方
机
氏
閃
旗

(
縮
出
挙
那
骨
YJ聯
令

)

三
､
大
中
杵
幣
.揃地
方
の
白
桃
施

政
的
北
ハ迅
聖
地

封
鎖
耶
官
職
令
)

叩

､珊
瑚

礁

問
題

(
同
上
)

-#
L､
陀

:B
地

相
の
.他
州fL

六
､
拭
縦
棒

性明
通

(
人
瀬

斡

珊
rtj聯
食
)

シ
ド
ニ
ー

に
於
け
る
地
質
軍
部
骨
は
次
の
事
項
を
討
議
せ
-
o

節
二
阿
汎
大
中
津
村
術
骨
端
概
況

.
‥

･◆I

r
--

-

I
･
､･--･-･
--.-J

究

1

七
七



地

球

節

2
番

節

六
鶴

箪
E

セ
凡

2
'
.太
平
洋
約
辞
地
方
に
於
げ
ろ
石
灰
些

姦

紀
地
厚
宗

光

二
､
太
平
洋
沿
岸
哩
方
｡
灼
熱
地
琵

北
ハ通
性

(地
選

管

聯
骨
)

三
.
珊
糊
礁
問
塩

(
同
上
)

g
Ir
太
平
洋
方
相
に
於
げ
ろ
石
油
及
地
下
泳
利
源
6
1研
究

.･
I-
･
'
:･･･:･･･.I.:･1
･･/･∴

･:f
･∴

･.････:･････
:･

･言

[
･･.:･.i･･.
･
･-::I.I.i
,
､∴
J,
･
･

メ

ル
ボ

ル
ン
に
於
で
は
骨
期
中
雷

の
小
欝

あ
-
,
ま

し
て
同
釜

敦
望

を
指
導
せ
-1
｡
就
中
同
莞

玄

武
墓

地
の
地
雷

始
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榊
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